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代表者氏名　　
江南市認可保育所整備・運営事業者応募提案書
　「江南市認可保育所（（仮称）あずま・中央統合保育園）整備・運営事業者募集に係る公募要項」に基づき、次のとおり提出します。
	担当者氏名
	（所属施設、部署、肩書等）
（氏名）


	担当者
連絡先
	（電話）

	（FAX）


	
	（Eメール）



記 入 要 領
※全ての項目について記載すること。
※図表や写真等の挿入は可とするが、総ページ数は30ページを上限とする。
1　保育理念、運営方針について
保育に対する理念や園の運営方針について記載すること。
	


2　保育計画、指導計画について
以下の内容について記載すること。
①保育計画、指導計画についての考え方及び留意点
②食育計画
	


3　保育内容について
(1)　1日の保育の流れについて
1日の保育の流れを、0歳児、1・2歳児、3～5歳児に分けて記載すること。
	時間
	0歳児
	1・2歳児
	3～5歳児
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(2)　発達過程に応じた保育について
　　　子ども一人ひとりの発達過程に応じた配慮及び、保育士の関わり方を記載すること。
	


4　通常保育以外の保育事業について
(1)　延長保育について
　　　考え方、対象児童、延長時間、利用料金及び徴収方法、保育体制及び当日の受付方法等について記載すること。また、モデル園以外の施設における実施の有無及び実施施設名についても記載すること。
	


(2)　特別支援（障害児）保育について
　　　考え方、定員、保育時間、保育体制、家庭・専門的機関との連携等について記載すること。また、モデル園以外の施設における実施の有無及び実施施設名についても記載すること。
	


(3)　一時保育について
　　　考え方、対象児童、利用料金及び徴収方法、保育体制及び当日の受付方法等について記載すること。また、モデル園以外の施設における実施の有無及び実施施設名についても記載すること。
	


(4)　付帯機能について
　　　休日・年末保育、地域の子育て支援事業（子育て相談事業、屋外遊戯場解放等）で、実施可能な事業を提案すること。また、事業ごとに、モデル園以外の施設における実施の有無及び実施施設名についても記載すること。
	


(5)　実費徴収の内容について
　　　保育において提供される便宜に要する費用（備品、消耗品、システム費等）及び特定負担額（希望者のみ）の内容及び負担額について具体的に記載すること。
	


5　年間行事計画について
　　　考え方、内容及び開催時期について記載すること。
	


6　職員会議について
　　　各会議の目的や頻度、施設運営に必要な情報交換や職員の連携形成の場として機能するように工夫していることを記載すること。
	


7　給食提供の考え方について
　　　考え方、食材の選定、献立、食事環境、調理方法、離乳食・おやつ・延長保育の補食等の考え方及び提供のし方、食物アレルギー児への対応、情報提供等について記載すること。特に食物アレルギー児への対応は、マニュアル等状況の把握 方法、職員間・保護者との協議方法、提供方法（誤食の防止策を含む）等、具体的な対応方法も記載すること。
　　直営か委託か調理方式を明示し、調理業務を委託する場合は、委託にあたっての留意点、業者の選定基準、内容等を記載すること。
　　延長保育の補食の時間は、「3(1)1日の保育の流れについて」にも記載すること。
	


8　児童の健康管理について
児童の健康診断（職員を含む。）、与薬、病気やけがの対処及び連絡体制、アレルギー児の対応、園医の選定等について記載すること。
	


9　衛生管理について
施設、設備、食品等の衛生管理、食中毒や感染症対策等について記載すること。
	


10　事故防止・安全管理について
午睡時や事故発生時の対応について、呼吸等の確認方法、職員体制、マニュアルに基づいた訓練等の実施状況を踏まえて記載すること。
散歩時の事故防止対策について記載すること。不審者対応訓練についても記載すること。
電子錠、防犯カメラ及び室内カメラの設置の有無、設置予定場所や設置理由についても記載すること。
	


11　災害対策、消防計画、避難訓練等について
災害時の連絡体制・避難誘導体制等について記載すること。200人を超える定員を踏まえたものとすること。
	


12　児童虐待について
考え方や取り組み方、園内での防止策、具体的な仕組みについて記載すること。
	


13　保護者との連絡・連携について
日常的・定期的な保護者・父母会との関わり方や、ホームページ、アプリ及びSNS等の活用計画について記載すること。
	


14　地域の保育施設、小学校や住民との関わり、対応について
開設前と開設後それぞれについて記載すること。
	


15　苦情対応について
苦情解決制度の体制や改善方法を記載すること。
	


16　園運営に関する新たな取組みについて
日常の保育の中において、保育サービス向上のため、新たな取組を提案すること。なお、実施にあたっては、保護者負担が生じないことを基本とするが、保護者負担がある場合には、必要経費について記載すること。
例）教育的指導カリキュラム（実施時期、回数、内容、実施体制）、小学校との連携
	


17　引継・合同保育について
　　　引継・合同保育計画（人数、時期、時間帯等、職員の引継への参加方法、内容等）及び実施にあたっての配慮を記載すること。
　　　在園児がスムーズに新園に移行するための具体的な配慮及び取組を記載すること。
	


18　職員のワーク・ライフ・バランスや、働きがいを醸成する取組について
　　　職員の長時間労働削減や負担軽減のための取組、年次有給休暇の取得促進や、仕事と育児、介護の両立支援等、新規職員の確保、離職防止に資すると考えられる取組を記載すること。
　　　取り組んだ実績や効果について、具体的に記載すること。
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